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大正時代に岡山で考案された調教技術で庄原実業高校

の生徒が披露。牛の手綱を引き、碁盤（約４５ｃｍ四方、

高さ３０ｃｍの木製台）の上にゆっくり移動させ、最後は

４本の脚をそろえて立つように導きます。 

牛の碁盤乗り 

今
回
の
「
第
16

回
口
和
モ
ー
モ
ー
祭
」
は
台
風
25

号

の
影
響
で
初
日
の
開
催
も
危
ぶ
ま
れ
る
中
で
、
何
と
か
開

会
に
こ
ぎ
つ
け
１
８
，
０
０
０
人
と
い
う
多
く
の
ご
来
場

を
い
た
だ
き
事
故
な
く
、
盛
会
裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

モ
ー
モ
ー
祭
は
昭
和
62

年
第
５
回
島
根
全
共
に
天
皇

杯
及
び
内
閣
総
理
大
臣
賞
等
を
受
賞
し
、
連
続
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
と
な
り
、
名
実
と
も
に
和
牛
日
本
一
、
比
婆
牛
、
そ

し
て
「
和
牛
の
里
く
ち
わ
」
と
し
て
口
和
の
歩
み
を
大
切

に
郷
土
の
誇
り
と
し
て
先
人
の
功
績
を
讃
え
、
継
続
し
て

今
回
で
16

回
と
な
り
ま
し
た
。 

人
口
減
少
、高
齢
化
の
す
す
む
中
、財
源
を
は
じ
め
様
々

な
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
多
く
の
皆
様
に
、
元
気
と
笑
顔

で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、役
員
の
皆
さ
ま
、

地
域
の
皆
さ
ま
が
一
丸
と
な
り
２
日
間
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

実
行
員
会
立
ち
上
げ
以
降
、
各
自
治
会
、
和
牛
改
良
組

合
を
始
め
と
す
る
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
各
団
体
等
の
皆

様
に
ご
理
解
・
ご
支
援
を
い
た
だ
き
当
日
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
、
多
方
面
か
ら
地
域
の
活
性
化
や
人
々
の
絆
の
醸

成
な
ど
多
く
の
事
が
得
ら
れ
た
も
の
と
確
信
し
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

皆
様
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
モ
ー

モ
ー
祭
の
状
況
を
写
真
で
紹
介
す
る「
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
・

特
別
号
」
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
２
日
間
を
思
い
出
し
な

が
ら
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 第
16

回
口
和
モ
ー
モ
ー
祭
実
行
委
員
会
長 

口
和
自
治
振
興
区
長 

山
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芳
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１3 頭の牛が勇壮に練り歩く「モーモー大行進」、牛と子どもの力比

べ「綱引き」や「モーモー写生大会」など“和牛の里くちわ”にふさわし

い出し物が目白押しです。今年は、数年ぶりに庄原実業高校生によ

る「牛の碁盤乗り」があり、会場を沸かしました。 

モーモー祭の代名詞ともいえる特上和牛肉が炭火で味わえる「炭火

焼肉コーナー」では、イベント開始そうそうからお客さんで賑わいます。 

つきたてのお餅や、季節感あふれる地元産品の販売、心をこめた美

味しい屋台でお腹も心も大満足。 
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歴史を感じる伝統芸能や、子ども達の元気な発表、地元サークルによる

華やかな演技などなど、ステージは最高潮に盛り上がりました。 

歌謡ショーでは、水森かおりさん（１日目）と南一誠さん（２日目）が出演。

水森さんは、今回が３度目の出演となり「ただいま～！」と元気よくあい

さつされた後、心に響く歌声で来場者を魅了されました。南さんが、「それ

いけカープ」を熱唱されると、会場からは声援と赤い風船が舞いあがり

ました。 
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和牛のオリンピック「全国和牛能

力共進会」で、２回連続グランドチャ

ンピオン受賞（昭和５７年、昭和６２

年）という輝かしい成績をうけ、こ

の日本一という栄冠を口和町全体

で喜び、また歴代の牛や飼養農家

に感謝する気持ちをこめて、1988

年（昭和63年）から２年に一度「口和

モーモー祭」が開催されています。 

歴史を重ねた「モーモー祭」は、企画・運営された実行委員会のみな

さまはもとより、来賓の方々、牛の協力をされた農家の皆さん、駐車場

整理をされた消防団員、ごみの分別を担当された公衆衛生推進会、裏

方担当の市職員、事前にトイレ掃除された備北商工会青年部、ステー

ジ発表された方、出店された方、スポンサーの方々、イベントに参加さ

れた方の他にも、ここでは紹介しきれない多くの方がそれぞれのス

タイルでイベントを支え、たくさんの来場者を迎える賑やかなイベン

トとなりました。 

第16回 平成30年 ・水森かおり ・南一誠 

第15回 平成28年 ・ブーケパフォーマンス ・比婆牛サミット  

第13回 平成24年 ・水森かおり ・森川つくし ・おしい！広島県 

第12回 平成22年 ・口蹄疫のため手作り牛でモーモー大行進 

第 7 回 平成12年 ・三笠優子 ・若山かずさ 

第 6 回 平成10年 ・ロデオ大会 ・漫才：和光亭幸助・福助 

第 4 回 平成 6 年 ・隠岐の島（島根）の闘牛 ・若森里子  

・くちわ がんず（ヘビメタ） 

第 3 回 平成 4 年 ・ロックコンサート ・会場が口和総合運動公園へ 

第 2 回 平成 2 年 ・南一誠 ・竹内陽子 

第 1 回 昭和63年 ・牛調教競技、台のり ・会場は、口和中学校 

 

 主なイベントを抜粋してまとめて

みました。覚えていますか？ 

 


